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データから計算しましたところ、アメリカが35.6人、

フランス72.8人、韓国が12.8人、イギリスが70.5人、

ドイツが63.2人で、ドイツ以外の全ての国は先週と比べて

悪化しています。一日当たりの新規感染者数を見ますと、

日本は100人台です。人口1400万人の東京でも10人、20人

にとどまっています。一方、人口が日本の約３倍の米国

では、10万人前後で推移しています。日本よりも人口が

少ない英国、フランス、ドイツでは３万～４万人です。

　このような状況でも７-９月期のＧＤＰの成長率は

アメリカで2.1％、欧州は9.1％であり、アジア主要国も

ほぼプラスでした。日本だけが△3.6％となっています。

　いまだに日本人は先週、私がご紹介しました「禅方式」で、

感染予防に対してはとても厳しく、自粛生活を続けて

います。通勤電車内でも会社内でも、全員がマスクを

しています。新幹線では、マスク着用や会話を控えめに

することを求め、座席は回転させないでほしいとアナ

ウンスしています。飲食店ではお客さまは入店時の手指の

消毒と体温測定を欠かしません。テーブルではアクリル板が

設置されています。あるアンケートによると企業の７割が

忘年会をやらないそうです。政府は欧米並みの経済の

回復を目指し、医療体制をひっ迫させない範囲で日常

生活や企業活動を元に戻す方針に変えています。安全と

経済の良い調和を保って政策を進めてほしいと思います。

　さて、今週のドラッカーはプロフェッショナルの倫理に

ついてご紹介します。『マネジメント（上）』の第28章から

引用します。

［年次総会］

次年度役員構成について

　年次総会の定足数は会員総数の３分の１です。本日の

出席者は43名です。定足数に達しておりますので、本日の

年次総会は成立いたします。

　11月に来年度の役員・理事に関しての指名委員会を

発足させ、候補者を上げていただきました。来期の

候補者について、この年次総会にて選挙を行ったところ、

過半数の方からの賛成の拍手をしていただきましたので、

本日の議事についての選挙は当選いたしました。

［会長挨拶］ 米津仁志　会長

　み な さ ん、 こ ん に ち は ～

年末が近づき何かと気忙しい

毎日です。本日は小諸ＲＣより

３名の会員をお迎えしており

ます。来年２月12日のＩＭ・

会員セミナーにつきまして、小諸ＲＣさんにメインの

ホストとして大変ご苦労をいただいております。上田ＲＣは

コホストとして最大限の協力を申し上げたいと思います。

のちほどお話をいただきます。どうぞよろしくお願い

いたします。

　新型コロナウイルス感染症の10万人当たりの新規

感染者数は12月10日現在、長野県全体では0.34人、上田

圏域は０人であり、佐久圏域が3.42人です。県内では

佐久圏域のみ感染が認められています。全国的には沖縄県

だけが２人、あとは全ての都道府県が１人です。

　海外につきましては、私が直近のインターネットの

第２８５３回例会（令和３年12月13日）
《 年 次 総 会 》



　“ プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル に と っ て の 最 大 の 責 任 は、

二五〇〇年前のギリシャの名医ヒポクラテスの誓いの

中にはっきり明示されている。「知りながら害をなすな」

である。

　医師、弁護士、組織のマネジメントのいずれであろうと、

顧客に対し、必ずよい結果をもたらすと保証することはでき

ない。最善を尽くすことしかできない。しかし、知りながら

害をなすことはしないとの約束はしなければならない。

　顧客となる者は、プロたる者は知りながら害をなす

ことはないと信じられなければならない。これを信じ

られなければ何も信じられない。”

『マネジメント（上）』ｐ430より引用

　「知りながら害をなすな」は、紀元前５世紀に、科学に

基づく医学の基礎をつくった医師、ヒポクラテスの弟子

たちが後にまとめた「ヒポクラテスの誓い」の中の一文です。

さまざまな訳文がありますが、分かりやすい文章は次の

ようなものです。

　“「私は能力と判断の限り患者に利益すると思う養生法

をとり、悪くて有害と知る方法を決してとらない。」”

　私たちは、どんなお医者さんであっても絶対大丈夫

ということはない、もしかしたら手術や治療に失敗する

かもしれない、ということは知っています。事実、いま

でも相当な医療事故が発生していると聞きます。

　しかし、そう知りながらも、なぜ私たちはお医者さんに

身を委ねるのでしょうか。

　それはお医者さんが、自分のために最もよい方法で、

誠意をもって、治療に当たってくれている、と信じる

ことができているからです。われわれがお医者さんを

信じることができる関係とは、人が人を信じるという

社会の基盤であります。

　これは何も医師だけに限ったことではなくて、あらゆる

職業に言えることであります。私の商売もお客さまとの

信頼関係によって成り立っています。お客さまは私の

ことを信じてくださっているからご利用くださいます。

私は、私の倫理として、絶対に知りながら害をなすことは

ありません。

　しかし、世の中では、なぜビジネス上の不祥事が起き

続けるのでしょうか？人間は、追いつめられると、自分や

組織を守るために、簡単に悪事に手を染めてしまう生き物

だからです。新聞をにぎわすビジネスの犯罪のほとんどは、

自分の成績をよく見せるために、あるいは会社のために、

という理由で発生しています。

　私の世代は、小さい頃からよい成績をとるために、

がんばれ、がんばれ、と追い立てられながら育てられ

ました。だから、ビジネスにおいても出来る限りがんばって

しまいます。コンプライアンスぎりぎりまで攻めていき

ます。しかし、いくらがんばっても限界はあります。

その限界を超えられないと分かったとき、それでも成果を

上げなくてはならないという重圧や他人に対する見栄の

ようなものが、一線を越えさせてしまいます。

　教育制度に生き方を学ぶ機会がなかったからではない

でしょうか。営業の数字達成よりもこちらのほうが

大事なことだと思います。ありがとうございました。

［ＩＭ・会員セミナーについて］

■東信第一グループガバナー補佐　中野信之 様

　みなさま、こんにちは。

　東信第一グループガバナー

補佐を務めさせていただいて

おります小諸ロータリークラブの

中野信之と申します。

　本日は、よろしくお願いいたします。

　今回、ＩＭ会員セミナーが２月に行われるわけです

けれども、ひとつ問題がありまして、小諸の地で開催

する予定でおったのですけれども コロナ禍ということも

あり、小諸のホテルではキャパがなく急遽、上田東急

ＲＥＩホテルで開催する運びとなりました。上田クラブの

みなさんにはご協力をいただきたいと思います。

　桑澤ガバナーからの女性会員を増やそう、女性会員

活躍の場を作ろうという趣旨の下、実行委員長を小林

美智子くんにお願いをいたしました。

　また、桑澤ガバナーの方針の中で、ハイブリッドでの

開催を実施します。ＩＭでは初めての試みでございます。

　詳しくは、実行委員長、実行幹事からありますが、

よろしくお願いいたします。

■ＩＭ・会員セミナー実行幹事　小諸ロータリークラブ

　小林　潤 様

　みなさん、こんにちは。

　実行幹事の小林です。

　中野ガバナー補佐から説明が

ありました通り、小諸での開催が

困難な状況になりまして、上田東急ＲＥＩさんにお願い



するという形で開催させていただきたいと思います。

２月11日上田東急ＲＥＩで開催いたします。今回会員

セミナーを関邦則パストガバナーにお願いしております。

ＩＭの方は佐久大学の教授である朴相俊さんです。自殺の

予防の活動されている方で、 コロナ禍でこういった相談が

増えているそうで、ロータリーの会員のみなさまにも

こういったことを知っていただいた方が良いと考え、

こういったテーマで講演していただきます。

　今回、懇親会の方もコロナの状況を考え、開催可能で

あろうと考え、設定しております。今の状況で行けば

開催できると考えております。ただ、大規模イベントの

開催なのでどうしても誰でも来てくださいということは

難しいので、各クラブ上限10名まで会場参加でお願いして

おります。ホストクラブである小諸クラブ、上田クラブに

関しては制限を設けていませんので、多くの方にお手伝い

いただいて、参加していただいた上で、開催できればと

考えております。

　また、今回はハイブリット開催で企画しておりまして、

桑澤ガバナーからもオンラインを進めていくようにと

話をいただいており、私がデジタル化推進委員会に所属

していることもありまして委員会に声を掛けましてハイ

ブリッド配信の方はデジタル化推進委員会が手伝って

いただくよう考えております。

　今回、上田ロータリークラブさんにお手伝いをお願い

したいのは駐車場係２名、ＩＭ講師接待２名、会場運営係

２名、受付２名、クローク２名、友愛２名、合計12名の

担当をお願い出来ればと考えております。今回会場が

上田ということでみなさまのご協力を得ながら開催でき

ればと考えておりますので、ご協力のほど、よろしく

お願いいたします。

■ＩＭ・会員セミナー実行委員長　小諸ロータリークラブ

　小林美智子 様

　みなさま、あらためまして、

こんにちは。

　２月12日ＩＭ・会員セミナー

で す が、 実 行 委 員 長 を 仰 せ

つかりました小林でございます。

　本日はよろしくお願いいたします。

　桑澤ガバナーの女性会員をというご意向を受けまして、

私自身が一番驚いておるわけですが、みなさんも驚かれて

いると思います。上田クラブさんは親クラブですので

ぜひとも協力していただき、楽しく成功に終わらせたいと

思います。

　今回は小諸での開催は難しいということでありまして、

上田さんには、お知恵とお力をお借りいたしまして、

是非ともご協力のほどをよろしくお願いいたします。

　すでに12月。もう２ケ月しかございません。北村

ガバナー補佐さんからも前回お話がありましたが、

「とにかく楽しく開催できるように頑張ろうよ」とお話を

いただきまして大変ホッとしております。みなさま是非

とも共にご協力をお願いいたします。

　本日はありがとうございました。

［「ロ―タリーの友」紹介］	 関　勇治　副委員長

　「ＩＲ会長メッセージ」、「特集

疾病予防と治療月間」、「産業

カウンセラーが勧める『健康

経 営 』」、「『 障 害 は 個 性 』と

思える社会に」、「ドイツの

ロ ー タ リ ア ン　 ノ ー ベ ル 化 学 賞 を 受 賞 」、「 世 界

ポリオデー電車でポリオ根絶を訴える」「すずちゃんの

Just say cheese!」、「筋肉を保持『貯筋』する大豆の

チカラ」、「私の一冊」など、12月号の掲載記事を紹介

しました。ぜひ皆さんご一読ください。

［幹事報告］	 柳澤雄次郎　幹事

１．地区事務所

　　2020-2021年度年次報告書

２．須坂五岳ＲＣ

　　例会場変更のお知らせ

３．小諸ＲＣ

　　�「ＩＭ・会員セミナー」開催のご案内とご出席のお願い・

プログラム・講師のご紹介

４．ＭＡＮＡＢＩ外語学院

　　第17回ＭＡＮＡＢＩ祭のご案内

　　出前講座のお願い

５．ボーイスカウト日本連盟

　　�青少年育成のためのボーイスカウト運動へご支援、

御礼と今後のお願いについて

６．例会変更　長野ＲＣ　12月14日㈫

　　　　　　　　令和４年１月４日㈫　�夜間例会を通常

例会へ変更

　　　　　　　　　　　　12月28日㈫　定受なし

　　　　　　　　令和４年１月４日㈫　定受なし

７．会報恵送　東御ＲＣ、松本西南ＲＣ



［ニコニコBOX］ 櫻井雅文　委員長

　飯島幸宏さん　伊藤典夫さん

小幡晃大さん　上島孝雄さん

北村修一さん　窪田秀徳さん

小林俊明さん　小山宏幸さん

酒井喜雄さん　島田甲子雄さん

清水一郎さん　関啓治さん　滝沢秀一さん　土屋勝浩さん

矢島康夫さん　柳澤雄次郎さん　米津仁志さん　櫻井雅文

さん　中村邦彦さん　滋野眞さん

東信第一グループガバナー補佐　中野信之 様

本日喜投額　21名　￥ 28,000

累　計　　　　￥922,500

［例会の記録］

司　会：南部広樹　委員

斉　唱：ロータリーソング「四季の歌・冬」

●ゲスト　小諸ロータリークラブ様　紹介

●年次総会

●会長挨拶

●幹事報告

●「ＩＭ・会員セミナーについて」お話

　●東信第一グループガバナー補佐　中野信之 様

　●ＩＭ・会員セミナー実行委員長

　　小諸ロータリークラブ　小林 美智子 様

　●ＩＭ・会員セミナー実行幹事

　　小諸ロータリークラブ　小林　潤 様

●「ロ―タリーの友」紹介　関　勇治　副委員長

［ラッキー賞］

　土屋勝浩さん（窪田秀徳さんより坂角のえびせんべい）

　小諸ＲＣ 小林美智子 様

（湯田勝己さんより坂角のえびせんべい）

　櫻井雅文さん（北村修一さんより米沢ラーメン）

［出席報告］

南部広樹　委員

［次回例会予定］

１月17日㈪　新春夜間例会

（12月20日発行）

【会報担当】　宮下潤一　委員

本日 前々回
（11/29）

会 員 数 59 59
出 席 ベース 51 52
出 席 者 数 43 44
出 席 免 除（b）

（　）内 は 出 席 者 数 11（3） 11（4）

出 席 免 除（a） 0 0
メークアップ

（ ） 内 は Make up 後 1（45）

出 席 率 84.31 86.54

　1952（昭和27）年４月25日、大阪市で開かれた地区大会では、次年度（1952－53年度）から日本が
２つの地区に分割されることが決定していました。それまで一つの地区としてまとまっていた
日本のロータリアンが２地区に分かれるわけですから、寂しさと期待の入り交じった雰囲気が
当時の人たちにはあったようです。そのようなロータリアンの気持ちから、２地区になってからも
連絡を緊密にするため、共通の機関誌の創刊が企画されました。
　第１回の準備会は大阪で開かれました。大阪ロータリークラブの星野行則氏がガバナーであった
こともあり、同クラブの露口四郎氏が幹事役となって開催されました。東京、横浜、京都、大阪、
神戸の各クラブ代表者が出席しました。共通の雑誌ということでしたが、東と西では雑誌に対する
イメージがかなりくい違っていました。西の星野氏は謄写版刷りの簡単なものでよいから早く
という意見でしたし、東では謄写版では手軽すぎて恒久性がない、はじめからある程度きちんと
したものを望むという考えでした。最初の会合では具体案の作成までには至りませんでした。
　第２回の準備会が岐阜ロータリークラブの遠藤健三氏の世話で、1952年７月、岐阜・長良川畔の
大竹旅館で開かれました。この時は、第１回の準備会よりも具体的になり、議論も沸騰したようです。ここで下記の内容が
決定しました。
　 ①編集委員は合議制とする。②東京で発行する。③定価50円とするが、広告を取って100円の内容のある雑誌とする。
④名称は『ロータリーの友』とする。⑤横書きとする（横書き、縦書きで意見が分かれ、各クラブの意向をうかがうため
一般投票を行ったところ、２対１の割合で横書きが採用されることになった）。
　⑥創刊は1953年１月号とする。

『友』創刊号

「ロータリーの友」の歴史　創刊まで


